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とされているが予最近夕胃液痴穿孔時をニー発見された且例

を経験したので報告する,

症例は逢9才男性で胸部外傷の既往はない,8年前から

当院内科でアル:3-ル性肝障害,胃十二指腸濃療かこて飢

療動 腹部の激痛,胸内苦悶が絶遠現し当科に紹介された.

胸部Ⅹ-pをこて左肺野に鏡面像と腸管ガス像を認め夢さ

もをこ右鶴隔膜下をごm遊離ガス像を認めたや穿孔性腹膜炎お

よび横隔膜ヘルニアと診断し,同門緊急手術を施行した好

事衡所見;胃液藤穿孔および左櫓隔膜熱側方をこ且鞭x敷m

殿欠損部を認め,これを通して碑および結腸が胸腔内をこ

脱出していたB-ルニア索は認め軽)れなかった"広範開

胃切除解を行い,横隔膜欠損部は--層に縫合閉耕したゎ

術後経過は良好であ-〕たせ

盟)当科における外傷性十二指腸破裂症例がう
検討
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外傷性十二指腹破裂は頗都銀的損傷の車で屯頻度は少

ないと報告されている-昭和55年より昭和63年3月まで

当科において手術が施行された外傷性十二指腸破裂症例

は嶺例あり,年齢は嶺の才から63才,男性語鰍 女性漫例

であったB覚衛機転としてほ変通寮敬い､ソドル殊勝)

が語例,労働災害が且例である,澄傷より草餅開始まで

の時間は平均冒時間嶺5分であった.損傷部位は第且部旦

GLtr)1

例,第望部且例,第語部望例であった.檎線審との合併

損傷がみられたのは製例で結勝損傷の合併がみられたq

食倒をこおいて肉眼約をこぼ静観藤は認められなかった,且
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愛憐軽快退院した.外傷性十二指腸破裂は遊離腹腔内をこ

消耳虹液が流出すると激しい腹膜炎症状を呈するが後腹膜

腔への穿孔のみでは症状ははっきりしないことが多い七

診断をこぼ臨床症状の髄,CT検査が覇効と考えられた.

諾う悪性膝癌を疑った淀姫かエア腸凝齢 且例
大坂 遺敏中東究 明(亀を諾一号第--病院外科)
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性腺衆でき最近鞄暫例が増加してきているようです.敬

達は嘗肉眼的かこ悪性施療と判断されたエルシニア腺炎を
経験したので報告します年

症例は,38才の男性で,発熱とお肌~粁腹部痛にて来院,

右下廃部をこ圧痛と抵抗を触れず急性虫垂炎を疑い,同門

手術を施行頓開腹所見で,回商都が経太し,瞳痴状であ

り,リソバ節の経藤も著明であった平このため9回怒施

療 (悪性リンパ腫)を疑い,全麻に切換えて回盲部切除

を行なった白病理検査ではき経藤の所兇無くクエルシニ

ア腸炎廉い予抗体価を測定したところ陽性であった.術
後経過は順調で,抗体価も陰性化した.

堵う多発性激療性癖腸悪性uンパ鷹の 且例

詰警 笛望重葉琵 琶壷を菜菰新発鴨 院語
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根現し 某医の対症療法で改善せず,且OJM R当院内翻

受診官腹部CT緊注腺造影で凝滞なくヲタを楽通院治療で

一時症状消無したがやⅢ月9田より下腹部痛再度出猟しき

ll.t31日川里巨､[㌫ 十腸量串∴ AJlt,.1,e里軽鏡検在∵∴1号こIuhin

弁よ幣rw実例息3cm内をこ慧磯波痴あり,生娩敵機診断で

桁施行,終頼朝uj,11日11.311111鮎∴直frT,F.Ll-pO.･T'し,fnL'､

濃轟且複層散在し,その中温個は穿孔も㌦腹膜に癒着してい

た.切除標本の観織診断は小細胞型非ポジキン悪性1日〆

パ藤であったB本症例は車勝悪性uソバ経の率でも稀で

あり夕当院掛上勝悪性腰痛例を含めて野若干の文献考察

を加えて報告する.


